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　2017年10月４・５日、連合第15回定期大会が東京国際
フォーラムにおいて開催されました。大会冒頭、神津会長
より衆議院の解散選挙について、「政権与党の数の力を背
景とした強権的な国会運営からの転換をはかる、千載一遇
のチャンスでもあります。これまで、労働者派遣法の改
悪、安全保障関連法案、改正組織犯罪処罰法案など、丁寧
な合意形成もなく、国民の不安・懸念の払拭に至らないま
ま強引に成立させられてしまいました。こうした政治を転
換し、与野党の勢力が拮抗し緊張感のある、互いに政策で
切磋琢磨する政治体制を確立しなければなりません。総選
挙における民進党と希望の党による事実上の合流は、何と
しても一強政治に終止符を打たんとするものとして、身を

捨てる覚悟を伴った決断でした。しかし、その後の進展は紆余曲折の中にあることは皆さんご承知のとおりです。
私たちの政策・理念を共有する連合推薦候補者、地道な取り組みを重ねる同志の勝利に向けて、全力を挙げること
を確認し合いたいと思います。」との所見が述べられました。
　運動方針については、「次の２年間を、連合結成から30年の節目を前に、役員はもとより職場の組合員に至るま
で、より多くの仲間に運動への参画を呼びかけ、『力と政策』に磨きをかけるとともに、丁寧な合意形成に努め連合
が一体感を持って運動を推進し、次の飛躍に向けた地力を強化する期間とする。」このことを基本に、「働くことを
軸とする安心社会」に向けた流れを加速させるとともに、重点的に取り組む４項目と各論７項目を決定しました。
　連合福岡はこの本部方針を受けて、10月27日に第20回定期大会を開催し、地方連合として本部方針の具現化の
ための運動方針を確認します。すべての働く者の幸せのために、連合福岡に加盟する全組合員のご理解とご協力を
お願いします。

「働くことを軸とする安心社会の実現」「働くことを軸とする安心社会の実現」にに向けて向けて

「一強政治打破」に向けて

選 挙選 挙 にに 行こう行こう!!!!

次次のの飛躍飛躍へへ 確かな一歩 確かな一歩をを
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すべての人にディーセントワークを！すべての人にディーセントワークを！すべての人にディーセントワークを！

10月７日はディーセントワーク世界行動デーです！10月７日はディーセントワーク世界行動デーです！

ディーセントワークって
どんな意味か知っていますか？

ディーセントワークとはディーセントワークとは

権利が保障される仕事権利が保障される仕事

ディーセントワークとはディーセントワークとは

十分な収入を生み出す十分な収入を生み出す仕事仕事

ディーセントワークとはディーセントワークとは

適切な社会的保護が与えられる仕事適切な社会的保護が与えられる仕事

ディーセントワークとはディーセントワークとは

十分な仕事があること十分な仕事があること

★ディーセントワークについて知っておきたい基礎知識
　　　　　　　　　　　　　　 ・・・「働きがいのある人

間らしい仕事」という定訳がなされています。

　ディーセントワークという言葉は、1999年の第87回ILO

総会において初めて用いられたもので、ILOの活動の主目

標と位置付けられました。ILOでは「ディーセントワーク」

を「権利が保障され、十分な収入を生み出し、適切な社会

的保護が与えられる生産的な仕事で、すべての人が収入を

得るのに十分な仕事がある事」と定義しています。

　　　　　・・・「国際労働機関」です。第一次世界大戦

の悲惨な戦禍への反省として「労働問題を解決することが

世界の平和につながる」という強い信念から1919年に結

成されました。国連機関の中で唯一、政府、使用者、労働

者の代表からなる三者構成の原則をとり、毎年６月にはス

イス・ジュネーブで総会を開催し、政労使で重要な社会・

労働運動について討議しています。連合は、日本の労働者

を代表する組織として、ILOに積極的に参加しています。

ILOとは

「ディーセントワーク」とは

2017年８月27日
日本労働組合総連合会福岡県連合会

会　長　髙島　喜信

公　　示
　連合福岡規約第24条（大会の開催公示）にもとづき、「第20回連
合福岡定期大会」を下記のとおり開催する。

記

１．日　時　　2017年10月27日（金）13時00分～

２．場　所　　都久志会館ホール
　　　　　　　　〒810-8583　福岡市中央区天神4-8-10
　　　　　　　　　　　　　　　　　　℡：092-741-3335

３．構　成　　大会代議員、特別代議員、連合福岡役員

４．議　事　　⑴　報　　告
　　　　　　　　①2016-2017年度活動経過報告
　　　　　　　　②2017年度会計決算報告
　　　　　　　　③2017年度決算監査報告
　　　　　　　⑵　議案審議
　　　　　　　　①第１号議案　2018-2019年度運動方針（案）
　　　　　　　　②第２号議案　2017年度収支剰余金の処分（案）
　　　　　　　　③第３号議案　2018年度予算（案）
　　　　　　　　④第４号議案　大会運営規則・役員選挙規則の改正（案）
　　　　　　　　⑤第５号議案　役員選出
　　　　　　　　⑥その他
　　　　　　　⑶　そ の 他

以　上　
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　2017年９月９日～ 10日に開催された連合「2017平和行動in根室」に連合福
岡から６名が参加しました。
　北海道立北方四島交流センターで開催された北方四島学習会（９日）では、
映画「ジョバンニの島」（105分）を鑑賞後、参加者は、①日ロ共同経済活動
の展望について、②北方四島の今を知ろう、③根室西高校　北方領土研究会か
らの報告、④北方四島の自然と諸課題の各セミナーに分かれて参加し、北方四
島返還に係る運動の現状と課題に理解を深めました。
　小雨と風が吹く中、納沙布岬・望郷の岬公園で開催された2017平和ノサッ

プ集会（10日）では、神津連合
会長から「連合は、日本人が暮
らしていた証を残していくなどの取り組みを行っている。皆さんが感じたこと
を職場の中で展開していただきたい、将来の道は必ず開ける」と挨拶がありま
した。その後、来賓挨拶や元島民の訴えなどを受けて「北方四島の早期返還と
日ロ平和条約の締結による真の友好関係の構築に向けて粘り強く運動を展開す
ることを誓う」集会アピールを採択しました。
　連合は、戦後70年を迎えた2015年の平和行動から、「次世代への継承」をス
ローガンに掲げています。元島民の皆さんの平均年齢が80歳を超えているこ
ともあり、今後の運動を次世代へ継承することが急務です。

北方四島学習会の様子

ノサップ集会　ガンバロー三唱

平和行動 i n根室2 0 1 7平和行動 i n根室2 0 1 7

　連合福岡加盟の若年層組合員の親睦・交流と平和学習を目的に「ヤ
ングカーニバルin沖縄2017」を９月２日～４日で開催しました。
　この取り組みは、連合福岡青年委員会が発足した1991年から継続して行
われているもので、今年も各構成組織の協力のもと104名が参加しました。
　平和学習では、ひめゆり平
和資料館での平和講演の聴講
や、糸数壕、嘉数高台などを
見学し、その後のグループ
ディスカッションを通して、
平和への思いを共有しました。

　親睦・交流では、各班に分かれ３日間行動を共にし、構成組織の枠を超え
た交流を行なうことができました。
　多くの参加者から、平和について、同世代との交流についてなど様々な感
想をいただき、今年も有意義な取り組みとなりました。 ひめゆりの塔で献花

全 体 交 流 会

ヤングカーニバル i n沖縄2 0 1 7ヤングカーニバル i n沖縄2 0 1 7

　各組織における「非正規労働者」の処遇改善と、今後の組織拡大に活かしてもらうために、それぞれの取り組みや課題、
課題解決の方法について情報共有する意見交換会を開催しました。
　最初は初対面同士ということもあり、口数も少ない皆さんでしたが・・・。
　あっという間に、「もっと詳しく聞きたい！」「みなさんの組合ではどうですか？」など、時間一杯まで話は尽きませんでした。
　この意見交換会の良いところは、「構成組織の枠を超えた」「参加者全員で作り上げる自由な意見交換会」だということです。
　参加者の働く産業、勤務形態、職場環境にはそれぞれ違いがあり、自分の働く職場の現状や、抱える課題を出し合い、違
いを認めた上で、他の参加者からの発言
にヒントを持ち帰り、今後の組合活動に
活かす。そのような実のある意見交換会
にできたと感じています。
　参加者アンケートには、「定期的に開
催してほしい」「もっと色々な人の意見
を聞きたかった」など前向きな意見を多
数いただきました。
　次年度以降も改良を加えながら、定期
的に開催しますので、是非参加されて会
場の雰囲気を体験してみてください！

「非正規問題」構成組織・単組意見交換会を開催！「非正規問題」構成組織・単組意見交換会を開催！
＜日時＞ ９月25日（月）18：30〜20：30　　＜場所＞ 博多バスターミナルビル　　＜参加者＞ 33名＜日時＞ ９月25日（月）18：30〜20：30　　＜場所＞ 博多バスターミナルビル　　＜参加者＞ 33名

終わりまで笑顔と話の絶えない意見交換会となりました。
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※ 申し込み、問い合わせは、最寄りの地域協議会・
労福協に電話で予約して下さい。
　　　10時～17時（土日祝日を除く）

エ リ ア 10 月 11 月 エ リ ア 10 月 11 月

福　　　岡
10日(火) 14日(火)

遠　賀　川 27日(金) 17日(金)
24日(火) 28日(火)

筑紫・朝倉 ３日(火) ７日(火) 北　九　州 18日(水) 15日(水)
北　筑　後 17日(火) 21日(火) 京築・田川 ４日(水) １日(水)
南　筑　後 11日(水) ８日(水) ※開催済みの日程も掲載しております

SCHEDULESCHEDULE　　これからの主な日程これからの主な日程

衆議院解散・総選挙にあたっての逢見事務局長談話衆議院解散・総選挙にあたっての逢見事務局長談話衆議院解散・総選挙にあたっての逢見事務局長談話衆議院解散・総選挙にあたっての逢見事務局長談話

１ ．2017年９月28日、第194臨時国会が召集されたが、その冒頭、安倍総理は衆議院を解散した。安倍政権
は、野党が求めていた臨時国会の早期召集に応えず、ようやく開会した臨時国会も、所信表明も国会質疑
もないままに閉じた。本来、今国会では、働き方改革関連法案をはじめ、重要案件に関する審議が行われ
るはずであった。それらを放り出す安倍政権の姿勢は、国会・国民を軽視するものである。何より、過労
死や過労自殺が相次ぐ中、働く者の命と健康を守る長時間労働規制が先送りされることは極めて遺憾であ
り、強く非難する。

２ ．安倍総理は、この解散を、急速に進む少子高齢化を克服し、北朝鮮の脅威から国民の平和と暮らしを守
る「国難突破解散」だと強調し、2019年10月の消費税率引き上げ分の使途を見直し、幼児教育等の無償
化など「社会保障の充実」に充てることの是非を問うとしている。しかし、子ども手当や高校授業料無償
化を「バラマキ」だと批判してきたのは他ならぬ安倍政権である。国政選挙の度に、時の総理が繰り返し
安易な争点隠しに出てくることに、強い失望感と憤りを覚える。

３ ．まして、北朝鮮情勢が緊迫する中で、また、安倍総理自ら憲法改正による緊急事態条項の必要性を唱え
ておきながら、あえて政治空白をつくってまで総選挙を行うことは全く理解できない。自らの政権基盤を
維持するためだけの「大義なき、究極の自己都合解散」と断じざるを得ない。振り返れば、「三本の矢」
に始まり、「地方創生」「１億総活躍社会」など、安倍政権は矢継ぎ早に政策スローガンを打ち出してき
た。しかし、どれも検証された形跡はなく、そもそも国民が効果を実感するに至っていない。そのような
中で、安倍政権は引き続き「経済最優先」を謳っているが、国民の暮らしに本当に向き合っているのか、
改めてその姿勢も問われなければならない。

４ ．第48回衆議院総選挙は、10月10日公示・22日投開票の日程で実施される。国会・国民軽視を続けてき
た安倍政権に終止符を打つためにも、一強政治に対峙する勢力が理念と政策を共有し、大きなかたまりと
して安倍政権に代わる選択肢を国民に示すことが重要である。連合としても、その意義を、組合員をはじ
め広く社会に訴えながら、総力を挙げて選挙戦を闘い抜く。

2017年９月28日2017年９月28日

10月24日　第24回四役会議

25日　第26回執行委員会

労働審判員「労使懇談会」

27日　第20回連合福岡定期大会

第１回執行委員会

11月８日　 部落解放共闘福岡県民会議「第25回定期

総会」・学習会

10日　福岡県労働委員会　移転事業


